
主催 公益財団法人　日本体操協会

日時 平成２７年８月２０日（木）～２１日（金） 8/20　午後１時集合　　8/21　午後１時頃解散（予定）

場所 国立スポーツ科学センター（ＪＩＳＳ） ＊宿泊は各自にてお願いします。

主旨・目的 オリンピックのメダル獲得を目的として、その対象年齢の有望選手発掘とトランポリン選手の

底辺のレベルアップを目指す。

参加資格 ①2014年9月以降のＪＧＡ主催の下記の公式大会にて下記標準記録をクリアーしたもの。

11-12才 13-14才 15-16才 17才以上

男子 46.5 50.5 52.0 54.0

女子 45.5 47.0 48.5 49.5

＊尚、2015年全日本ジュニア選手権優勝者はｼﾞｭﾆｱ強化選手と認定されますので、ｵｰﾃﾞｨｼｮﾝ受講不要です。

②生年月日が　1995年以降生れの選手　＊年齢区分2015年12月31日

③コーチもしくは選手の生活安全管理ができる方の同伴できるクラブ(選手単独参加は不可)

④所定の同意書に同意いただけるクラブ・選手

参加費 ５，０００円

申込方法 ７月２０日から７月２８日の間に所定の申込書・調査表を下記アドレスにメールにてお送り下さい。

申し込みメールアドレス tenforty1040@live.jp
男女各２５名以内を予定しています。応募多数の場合、申込書・調査票にて書類選考とさせていただきます。

受験選考結果は８月３日までにメールにてお知らせします。

参加確定者は参加費を下記の口座に８月１０日までに振り込み下さい。

振込先 東京三菱ＵＦＪ銀行　渋谷中央支店　普通　０３５２２５８　財団法人日本体操協会　
＊振込み者名は頭にＡ１を入れて、その後に参加選手名を入れて下さい。
＊所属単位ではなく、個人別に振込み下さい。

選考方法 ① 下記チェック項目を実施し総合力の高い選手

② 一部の項目であるが、ずば抜けた能力を保有し将来性を期待できる選手

例として、体操競技における白井選手のような床に突出しているような場合！

③ 選手としての自主性・向上心・礼儀・品格も選考の対象となります。

④ ①②③の中から強化本部が選考し認定します。

ﾁｪｯｸ内容 男子 女子
*詳細別紙

２回宙返り連続10本の演技点・タイム(対象13才以上)

第一自由（11-16歳は世界年齢別の第1自由とします）

選考内容

＊選考人数は上限ですので、合格者は０名の場合もあります。

認定者 認定者には認定証を授与

特別強化選手は ２０１７年までを有効期限とし、その年までにはﾅｼｮﾅﾙﾒﾝﾊﾞｰ又はＳランクを目指して頂く。

日本のトップ選手との合宿に参加及び国際大会出場の機会を与えます。

強化本部と連携し東京五輪に向けてのバックアップを受けることが出来ます。

ジュニア強化選手は ジュニア強化合宿の参加及び強化本部のｻﾎﾟｰﾄを受ける

次回オーディションまでの１年間を有効とします。

＊認定された選手・クラブは強化本部と連携し、選手強化に一緒に取り組む事を条件とします。

＊強化選手としての目標をかけ離れた場合、資格を取り消される場合があります。

＊オーディションの結果はすべて、各所属先にフィードバックします。

質問・お問い合わせは 強化本部　原田　　tenforty1040@live.jp　へメールにてお願いします。

強化選手オーディション（２０１５年）　要項

第二自由

対象試合→全日本選手権(2014)・川崎市長杯(2014)・全日本年齢別選手権(2015)・全日本ｼﾞｭﾆｱ(2015)・高校選手

権(2015)・全日本学生選手権(2014)　2015高校選手権結果は申し込み締め切り後ですが、記録は反映させます。

項目 内容

種別 定義 対象年齢 選考人数

１回宙返り１０本の演技点・フライトタイム(対象11-12歳) ２回実施

２回実施

競技能力
２回実施

第二自由 ３回実施

ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ基礎能力

ストレートジャンプの２０本タイム（静止状態から） ２回実施

後方→バラニ連続10本のタイム（ﾜﾝｼﾞｬﾝﾌﾟから） ２回実施

基礎運動能力

柔軟性(体前屈・股関節・肩関節)

１回実施体脂肪率

シットアップ（30/60秒　と　60/60秒の回数）

特別強化選手 次期東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ強化選手 14才～20才 男女各５名を上限とする。

ジュニア強化選手 将来世界ﾚﾍﾞﾞﾙを目指すｼﾞｭﾆｱ強化選手 11才～16才 男女各１０名を上限とする。


